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 論文審査の結果の要旨
 超伝導酸化物は多元系で複雑な結晶構造をもつ。過去io年間に得られた一連の状態図によれば、
 これらは全て分解溶融型化合物である。しかも、形の異方性が大きく、C面が異常に発達した薄
 板状晶となり、C軸に沿う物性の異方性測定の障壁となっている。
 相図が未知のSmga2Cu30.(Sm123系)を対象に選び、結晶成長学的研究を行った。これにより
 分解溶融型化合物の高温溶液成長の物理的一般則を確立することを研究目的とした。
 具体的には、(1)Sm123結晶を晶出する液相線の探索(2)精密な擬二元系状態図の作成(3)酸素
 分圧と溶解度の相関を調べた上で、結晶化の駆動力を見積もり、再現性のよい育成条件を見出し
 た。
 1実験璽]「その場観察法」により、空気中で育成する場合での最適液相線を見出した。脱0-CuO
 系の共晶組成蝕7Cu18025を、擬二元系の端成分にとり、Sm123を晶出する液相線の探索を行った。
 さらに、Ba.CUmO25の(n,m)の比を変えて、(7,18)の前後の液相線を系統的に探索した。その結
 果、BaO増加とともに液相線温度が高くなることを見出した。
 さらに、雰囲気の酸素分圧を変えてSm脱2Cu30了一Ba£U18025系の液相線を決定した。その結果、
 酸素分圧が高くなるにしたがって液相温度が高くなること、酸素分圧が0.3x102atmからlatmの
 問に、結晶育成可能な液相線が存在することを見出した。
 1実験H1以上の液相線の系統的探索の結果に基づいて、self-seedipg法により、1個の種結晶を
 溶液中に残し、高い収率で単結晶を育成することに成功した。すなわち、原料組成40mo1%で、
 2gの溶液から1個の9x9xO.5mm3の単結晶を得た。
 酸素分圧変化で、液相線温度が変るという新知見から、溶液温度を一定に保ったまま、酸素分
 圧のみを増大させることで結晶成長が可能であることが予想された。そこで、これを「その場観
 察法」により実証し、「酸素分圧制御による新しい結晶成長法」を開拓した。本成長法は、温度に
 よって、相転移する物質を、相転移無しで成長させることが可能な新しい方法である。
 [実験匡瑚酸素分圧は液相線温度に直接関係するのみでなく、液体の粘性にも影響を与えることから、
 これまで、ほとんど成功していない「浮遊帯域溶媒移動法」(TravdlingSolventFioatingZope
 method,TSFZ法)により、低酸素分圧(0.3～0.7×10"2atm)で単結晶育成を試みた。その結果、
 安定な溶融帯を長時間にわたって移動させ、直径6mm,長さ40mmの結晶棒を得た。ポストアニ
 ー リングにより、超伝導転移温度(Tconset)を約95民まで高めることができた。しかし、結晶粒
 はまだ小さく今後の課題として残されている。
 以上の研究は、論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
 ことを示している。よって西村良浩提出の論文は、博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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